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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第11期

第３四半期連結
累計期間

第11期
第３四半期連結
会計期間

第10期

会計期間

自平成20年
８月１日
至平成21年
４月30日

自平成21年
２月１日
至平成21年
４月30日

自平成19年
８月１日
至平成20年
７月31日

売上高（千円）     18,127,608   6,089,23121,618,423

経常利益（千円）    3,479,834    1,079,0523,823,176

四半期（当期）純利益（千円）     1,865,551600,1672,104,422

純資産額（千円） －     10,505,02810,026,113

総資産額（千円） －     13,394,81213,262,256

１株当たり純資産額（円） －     38,831.7236,898.97

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円）    6,853.27   2,208.777,677.49

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 6,836.322,205.837,621.88

自己資本比率（％） －     78.4 75.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
    1,573,961 － 3,070,609

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
    △585,583 － △572,265

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,390,890 － △1,741,583

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） －     4,190,9824,645,168

従業員数（人） －     587 566

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。 
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。 

 

３【関係会社の状況】

　　　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年４月30日現在

従業員数（人）     587    (57)

　（注）１．当社グループは化粧品事業、健康食品事業、機器類その他事業を営んでおりますが、事業部門に従業員を区分

することが困難であるため事業部門の記載を省略しております。

２．従業員数は、就業人員であり、臨時雇用者（派遣スタッフ等）数は、当第３四半期連結会計期間の平均人員を

（　）外数で記載しております。

 

(2）提出会社の状況

 平成21年４月30日現在

従業員数（人）     520 (42)

　（注）従業員数は、就業人員であり、臨時雇用者（派遣スタッフ等）数は、当第３四半期会計期間の平均人員を（　）外数

で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、仕入及び販売の状況】

(1）生産実績

　生産実績を示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年２月１日
至　平成21年４月30日）

化粧品事業（千円）     1,513,961

健康食品事業（千円）     68,282

合計（千円）     1,582,243

　（注）１．金額は仕入価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）商品仕入実績

　商品仕入実績を示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年２月１日
至　平成21年４月30日）

化粧品事業（千円）    18,569

健康食品事業（千円）     13,514

機器類その他事業（千円）    7,338

合計（千円）     39,422

　（注）１．金額は仕入価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(3）販売実績

①　事業別販売実績

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年２月１日
至　平成21年４月30日）

化粧品事業（千円） 5,949,618

健康食品事業（千円） 112,221

機器類その他事業（千円） 27,391

合計（千円） 6,089,231

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

EDINET提出書類

株式会社ドクターシーラボ(E01062)

四半期報告書

 4/27



②　経路別販売実績

販売経路別
当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年２月１日
至　平成21年４月30日）

通信販売（千円） 3,063,716

卸売販売（千円） 1,876,262

対面型店舗販売（千円） 1,031,507

海外その他（千円） 117,745

合計（千円） 6,089,231

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．当第３四半期連結会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は、次の

とおりであります。

相手先

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年２月１日
至　平成21年４月30日）

金額（千円） 割合（％）

㈱井田両国堂 1,178,525 19.4

 

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

 

３【財政状態及び経営成績の分析】

（１）業績の状況 

　当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、世界的な金融危機に端を発した金融不安が、国内経済にも深

刻な影響を与えており、企業業績や雇用情勢の悪化、個人消費の低迷が顕著となり、景気後退の傾向が引き続き継

続している状況でありました。

　このような環境のなか当社グループは、アクアコラーゲンゲルエンリッチリフトEXやBBパーフェクトクリーム

の販売を強化すると同時に、大型の新商品であるスーパーホワイト３７７を４月に発売し、積極的なプロモー

ションを実施するなど売上の伸長を図りました。

　販路別に見ますと、通信販売は引き続き好調に推移しております。新規顧客の獲得施策であるアクアコラーゲン

ゲルエンリッチリフトEXのお試しキャンペーンを積極的に展開したことにより、多くの新規顧客を獲得すること

ができ、売上の伸長に寄与いたしました。また、当第３四半期よりポイント制度をこれまでのプレゼント交換型か

ら換金型へ変更したことにより、既存顧客の購買が促進される結果となりました。こうした施策が功を奏し、第３

四半期で前年同期比33.5％増となりました。卸売販売においては、ドクターシーラボブランドのBBパーフェクト

クリームやアクアコラーゲンゲルスーパー1000といった限定した商品をドラッグストアへ展開する施策を開始

し、売上を大きく伸ばすことが出来ました。また、これまでと同様に専門店販路も継続して好調に推移しておりま

す。こうしたことから、第３四半期で前年同期比15.3％増となりました。対面型店舗販売は、３月より通信販売と

同様のポイント制度を導入し、既存顧客の満足度を高めることで、売上の伸長を図っており、少しずつ改善の兆し

が見えてきており、第３四半期で前年同期比2.4％増となりました。

　海外においては、台湾は市場全体の景気後退を受け、既存店の売上が伸びず、販売状況は一層厳しくなっており

ます。香港は、省スペース店舗に主力販路を移したことにより、売上は減少していますが、効率性は向上しており、

収益は改善しております。米国は、米国内の景気が大幅に悪化したことや卸販路の縮小を実施したことにより売

上は大きく減少しております。以上により、第３四半期で前年同期比9.8％減となりました。

　利益面においては、アクアコラーゲンゲルエンリッチリフトEXのキャンペーンが奏功し、通信販売が好調であっ

たことに加え、広告宣伝活動を効率的に行うことができたため、利益を順調に積み上げることが出来ました。

　こうしたことから、売上高6,089百万円（対前年同期比120.3％）、営業利益1,056百万円（同198.6％）、経常利

益1,079百万円（同210.4％）、四半期純利益600百万円（同243.8％）となりました。

＜化粧品事業＞

　化粧品事業においては、引き続きブランドを強化し、顧客層の拡大を図っております。ドクターシーラボブラン

ドでは、アクアコラーゲンゲルエンリッチリフトEXのキャンペーンによりターゲットとした顧客を想定以上に獲

得することができ、顧客層の拡大に寄与しております。また、今後の大きな柱の商品と位置づけるスーパーホワイ

ト３７７を4月に発売し、首都圏を中心に展開した積極的なプロモーションとあいまって、非常に好調な販売状況

となっております。ラボラボブランドは引き続き、ドラッグストアへの展開を進めており、順調に推移しておりま

す。ジェノマーブランドは、独立カウンターを２箇所増設いたしましたが、当社内のブランドでは高価格帯に属す

るため、厳しい消費動向に影響を受けており、売上を伸長させるには至りませんでした。dr.brandtは、新規店舗を

1店舗出店するなど引き続き認知度の向上に注力し、着実に売上の伸長を図っているところであります。以上によ

り、化粧品事業の売上高は5,949百万円（前年同期比119.5％）となりました。

＜健康食品事業＞
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　健康食品事業においては、定期配送サービスも定着しつつあり、売上を伸長させることが出来ました。以上によ

り、健康食品事業の売上高は112百万円（前年同期比207.3％）となりました。

＜美容機器その他事業＞

　美容機器その他事業については、アクアソニア、イオニカルＥＸなどの美容機器を販売しておりますが、主に化

粧品を補完する商品の取り扱いを行っており、積極的な販促活動などは行っていないため、売上を伸長させるに

は至りませんでした。以上により、美容機器その他事業の売上高は27百万円（前年同期比99.6％）となりました。

＜投資事業＞

　当第３四半期連結会計期間における投資事業は、売上高を計上するには至っておりません。

 

（２）キャッシュ・フローの状況

　 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は4,190百万円となり、第

２四半期連結会計期間末より8百万円減少いたしました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次

のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　 営業活動の結果得られた資金は、563百万円となりました。これは税金等調整前四半期純利益が1,094百万円計

上されたとともに売掛金の入金により374百万円資金が増加した一方、たな卸資産の増加により411百万円および

法人税等の支払により750百万円減少したことが主因であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用された資金は、128百万円となりました。これは主に有形固定資産の取得29百万円、無形固定

資産の取得98百万円を支出したことによります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　 財務活動の結果使用された資金は、452百万円となりました。これは主に長期借入金の返済52百万円および自己

株式の取得による399百万円を支出したことによります。

  

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題 

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

 

（４）研究開発活動 

　当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、41百万円であります。なお、当第３

四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 
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第３【設備の状況】
(1)主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

 

(2)設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画した重要な設備の新設、除却等について重

要な変更はありません。また新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。 
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 982,400

計 982,400

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成21年４月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成21年6月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 280,340     280,340
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株制度を採用して

おりません。 

計    280,340     280,340 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成21年6月１日からこの四半期報告書提出日までの新株引受権及び新株予約権

の権利行使により発行されたものは含まれておりません。
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（２）【新株予約権等の状況】

旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づく新株予約権

（平成14年７月30日臨時株主総会特別決議に基づき平成14年７月31日発行）

 
第３四半期会計期間末現在
（平成21年４月30日）

新株予約権の数（個） 14

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株）（注）４ 56

新株予約権の行使時の払込金額（円）（注）４ 13,500

新株予約権の行使期間
自　平成16年８月１日

至　平成22年７月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　13,500

資本組入額　 6,750

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）３

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

　（注）１．当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により株式数を調整し、調整により生ずる１株未満の株式

は切り捨てることとします。

調整後発行株式数＝調整前発行株式数×分割・併合の比率

２．当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により発行価額を調整し、調整により生ずる１円未満の

端数は切り上げることとします。

調整後発行価額 ＝ 調整前発行価額 ×
１

分割・併合の比率

また、時価を下回る価額で当社普通株式につき、新株式を発行又は自己株式を処分する場合（新株予約権の

行使並びに平成14年４月１日改正前商法第280条ノ19の規定に基づく新株引受権の行使の場合を除く。）は、

次の算式により発行価額を調整し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げることとします。

調整後発行価額 ＝ 調整前発行価額

 
既発行株式数 ＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

×
新規発行前の株価

既発行株式数＋新規発行株式数

３．主な行使条件は以下のようになっております。

イ．被付与者は、当社株券が日本証券業協会に登録され、又はいずれかの証券取引所に上場された場合に限り、

権利行使することができる。

ロ．被付与者は、新株予約権の行使時においても、当社又は当社の関係会社の取締役、監査役、使用人または社

外協力者（顧問）であることを要する。ただし、当該取締役又は監査役が任期満了により退任した場合、使

用人が定年により退職した場合またはその他当社取締役会が行使を認めた場合は行使できるものとする。

ハ．被付与者が死亡した場合は、新株予約権は放棄されたものとみなす。ただし、当社取締役会が特別にその相

続人による新株予約権の継承及び行使を認めた場合はこの限りではない。

ニ．新株予約権の譲渡、質入その他の処分は認めない。

４．平成16年９月21日付の１株を４株にする株式分割により新株予約権の目的となる株式の数及び行使時の払

込金額が調整されております。
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（平成15年４月28日定時株主総会特別決議に基づき平成16年１月22日発行）

 
第３四半期会計期間末現在
（平成21年４月30日）

新株予約権の数（個） 128

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株）（注）４ 512

新株予約権の行使時の払込金額（円）（注）４ 96,750

新株予約権の行使期間
自　平成19年１月16日

至　平成23年４月28日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　96,750

資本組入額　48,375

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）３

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

　（注）１．当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により株式数を調整し、調整により生ずる１株未満の端株

は切り捨てることとします。

調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率

２．当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により払込金額を調整し、調整により生ずる１円未満の

端数は切り上げることとします。

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
１

分割・併合の比率

また、時価を下回る価額で当社普通株式につき、新株式を発行又は自己株式を処分する場合（新株予約権の

行使並びに「商法等の一部を改正する法律」（平成13年法律第128号）の施行前の商法に基づく商法第280

条ノ19に規定する新株引受権の行使による場合を除く。）は、次の算式により払込金額を調整し、調整により

生ずる１円未満の端数は切り上げることとします。

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額

 
既発行株式数 ＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

×
１株当たりの時価

既発行株式数＋新規発行株式数

３．主な行使条件は以下のようになっております。

イ．被付与者は、新株予約権の行使時においても、当社又は当社の関係会社の役員、従業員または顧問であるこ

とを要する。ただし、任期満了による退任により役員の地位を喪失した場合またはその他当社取締役会が

特別にその後の本新株予約権の保有及び行使を認めた場合は行使できるものとする。

ロ．被付与者が死亡した場合は、新株予約権は放棄されたものとみなす。ただし、当社取締役会が特別にその相

続人による新株予約権の承継及び行使を認めた場合はこの限りではない。

ハ．新株予約権の譲渡、質入その他の処分は認めない。

４．平成16年９月21日付の１株を４株にする株式分割により新株予約権の目的となる株式の数及び行使時の払

込金額が調整されております。
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（平成17年４月26日定時株主総会特別決議に基づき平成17年８月９日発行）

 
第３四半期会計期間末現在
（平成21年４月30日）

新株予約権の数（個） 418

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 418

新株予約権の行使時の払込金額（円） 180,443

新株予約権の行使期間
自　平成20年８月９日

至　平成25年４月26日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　 180,443

資本組入額　90,222

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）３

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

　（注）１．当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により株式数を調整し、調整により生ずる１株未満の端株

は切り捨てることとします。

調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率

２．当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により払込金額を調整し、調整により生ずる１円未満の

端数は切り上げることとします。

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
１

分割・併合の比率

また、時価を下回る価額で当社普通株式につき、新株式を発行又は自己株式を処分する場合（新株予約権の

行使並びに「商法等の一部を改正する法律」（平成13年法律第128号）の施行前の商法に基づく商法第280

条ノ19に規定する新株引受権の行使による場合を除く。）は、次の算式により払込金額を調整し、調整により

生ずる１円未満の端数は切り上げることとします。

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額

 
既発行株式数 ＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

×
１株当たりの時価

既発行株式数＋新規発行株式数

３．主な行使条件は以下のようになっております。

イ．被付与者は、新株予約権の行使時においても、当社又は当社の関係会社の役員、従業員または顧問であるこ

とを要する。ただし、任期満了による退任により役員の地位を喪失した場合またはその他当社取締役会が

特別にその後の本新株予約権の保有及び行使を認めた場合は行使できるものとする。

ロ．被付与者が死亡した場合は、新株予約権は放棄されたものとみなす。ただし、当社取締役会が特別にその相

続人による新株予約権の承継及び行使を認めた場合はこの限りではない。

ハ．新株予約権の譲渡、質入その他の処分は認めない。 
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（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。 

 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年2月１日～

平成21年4月30日

（注）

        152    280,340    1,0261,161,811   1,0261,639,211

（注）新株予約権の行使による増加であります。 

 

 

（５）【大株主の状況】

 　　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記　　載

することができないことから、直前の基準日（平成21年１月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

 平成21年４月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　7,198 ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式　272,990     272,990 ―

端株 ― ― ―

発行済株式総数     280,188 ― ―

総株主の議決権 ―     272,990 ―

 

　 

②【自己株式等】

 平成21年４月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ドクター

シーラボ

東京都渋谷区広尾

一丁目１番39号
    7,198  ─         7,198 2.56

計 ― 7,198     ─     7,198   2.56

(注）平成21年４月30現在の自己名義所有株式数は9,813株になります。

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
８月

９月 10月 11月 12月
平成21年
１月

２月 ３月 ４月

最高（円） 167,800162,900163,000170,400167,500168,400156,100160,200152,700

最低（円） 158,700152,100135,700159,300160,500152,300139,100140,600143,600

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成21年２月１日から平

成21年４月30日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年８月１日から平成21年４月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年４月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,190,982 4,645,168

受取手形及び売掛金 3,024,550 2,871,712

有価証券 290,288 －

製品 1,299,873 1,075,175

商品 96,918 68,950

貯蔵品 752,904 548,677

その他 425,321 516,651

貸倒引当金 △41,260 △17,920

流動資産合計 10,039,578 9,708,416

固定資産

有形固定資産

建物 200,521 202,397

減価償却累計額 △88,202 △72,875

建物（純額） 112,319 129,521

工具、器具及び備品 906,343 803,452

減価償却累計額 △572,477 △491,549

工具、器具及び備品（純額） 333,866 311,902

有形固定資産合計 446,185 441,424

無形固定資産

ソフトウエア 856,264 956,813

その他 71,055 117,149

無形固定資産合計 927,320 1,073,963

投資その他の資産

投資不動産 1,653,289 1,653,289

減価償却累計額 △72,499 △64,629

投資不動産（純額） 1,580,789 1,588,660

その他 415,791 449,792

貸倒引当金 △14,853 －

投資その他の資産合計 1,981,727 2,038,452

固定資産合計 3,355,233 3,553,840

資産合計 13,394,812 13,262,256
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年４月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年７月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 781,583 554,967

1年内返済予定の長期借入金 － 164,000

営業未払金 976,727 986,299

未払法人税等 785,676 1,049,082

未払消費税等 81,441 117,394

賞与引当金 135,310 51,810

ポイント引当金 15,984 218,262

その他 76,213 65,821

流動負債合計 2,852,936 3,207,638

固定負債

退職給付引当金 32,898 23,375

その他 3,949 5,129

固定負債合計 36,847 28,505

負債合計 2,889,784 3,236,143

純資産の部

株主資本

資本金 1,161,811 1,157,099

資本剰余金 1,639,211 1,634,699

利益剰余金 9,440,157 8,508,571

自己株式 △1,669,873 △1,269,884

株主資本合計 10,571,307 10,030,486

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △702 △1,832

為替換算調整勘定 △65,577 △2,539

評価・換算差額等合計 △66,279 △4,372

純資産合計 10,505,028 10,026,113

負債純資産合計 13,394,812 13,262,256
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年８月１日
　至　平成21年４月30日)

売上高 18,127,608

売上原価 3,336,115

売上総利益 14,791,493

販売費及び一般管理費 ※1
 11,302,883

営業利益 3,488,609

営業外収益

受取利息 8,184

受取手数料 11,703

その他 8,942

営業外収益合計 28,831

営業外費用

為替差損 25,449

減価償却費 7,870

その他 4,286

営業外費用合計 37,606

経常利益 3,479,834

特別利益

受取和解金 13,000

特別利益合計 13,000

特別損失

固定資産除却損 90,168

投資有価証券評価損 24,840

特別損失合計 115,008

税金等調整前四半期純利益 3,377,825

法人税等 ※2
 1,512,274

四半期純利益 1,865,551
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年２月１日
　至　平成21年４月30日)

売上高 6,089,231

売上原価 1,137,698

売上総利益 4,951,533

販売費及び一般管理費 ※1
 3,894,604

営業利益 1,056,929

営業外収益

受取利息 2,858

為替差益 16,393

受取手数料 3,920

その他 3,217

営業外収益合計 26,390

営業外費用

減価償却費 2,623

その他 1,643

営業外費用合計 4,267

経常利益 1,079,052

特別利益

受取和解金 13,000

貸倒引当金戻入額 5,970

特別利益合計 18,970

特別損失

固定資産除却損 3,544

特別損失合計 3,544

税金等調整前四半期純利益 1,094,477

法人税等 ※2
 494,310

四半期純利益 600,167
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年８月１日
　至　平成21年４月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,377,825

減価償却費 403,643

貸倒引当金の増減額（△は減少） △7,796

賞与引当金の増減額（△は減少） 83,500

ポイント引当金の増減額（△は減少） △202,278

退職給付引当金の増減額（△は減少） 10,523

受取利息及び受取配当金 △8,933

支払利息 1,208

固定資産除却損 90,168

投資有価証券評価損益（△は益） 24,840

売上債権の増減額（△は増加） △176,764

たな卸資産の増減額（△は増加） △479,021

仕入債務の増減額（△は減少） 255,073

未払金の増減額（△は減少） △19,782

未払消費税等の増減額（△は減少） △35,952

預り金の増減額（△は減少） 9,588

その他 5,077

小計 3,330,918

利息及び配当金の受取額 8,572

利息の支払額 △1,208

法人税等の支払額 △1,764,321

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,573,961

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △290,000

有形固定資産の取得による支出 △115,029

有形固定資産の売却による収入 1,212

無形固定資産の取得による支出 △204,784

差入保証金の差入による支出 △4,979

差入保証金の回収による収入 27,998

投資活動によるキャッシュ・フロー △585,583

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △164,000

株式の発行による収入 9,224

自己株式の取得による支出 △399,989

配当金の支払額 △836,124

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,390,890

現金及び現金同等物に係る換算差額 △37,758

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △440,270

現金及び現金同等物の期首残高 4,645,168

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △13,915

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 4,190,982
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年８月１日
至　平成21年４月30日）

１．連結の範囲に関する事項

の変更

(1)　連結の範囲の変更

　第１四半期連結会計期間より、DR.CI:LABO KOREAは清算手続き中であり、総資産、売

上高、四半期純利益及び利益剰余金等のうち持分に見合う額はいずれも連結財務諸

表に重要な影響を及ぼしていないため、連結の範囲から除外しております。

　なお、同社は第２四半期連結会計期間において清算結了いたしました。 

(2)　変更後の連結子会社の数 

　６社

２．会計処理基準に関する事

項の変更

(1)　重要な資産の評価基準及び評価方法の変更 

　たな卸資産 

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として総平均法による

原価法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関

する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）が適用されたことに伴

い、主として総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基

づく簿価切下げの方法）により算定しております。なお、この変更による営業利益、

経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。

(2)　「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適

用

　第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理

に関する当面の取扱い」（実務対応報告第18号　平成18年５月17日）を適用し、連結

決算上必要な修正を行っております。なお、この変更による営業利益、経常利益及び

税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年８月１日
至　平成21年４月30日）

１．税金費用の計算 　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利

益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該

見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年４月30日）

前連結会計年度末
（平成20年７月31日）

１．偶発債務 

次の会社について、金融機関からの借入に対し債務保

証を行っております。

 保証先  金額（千円）  内容

 ㈱シーエスラボ     39,600 借入債務

 

１．偶発債務 

次の会社について、金融機関からの借入に対し債務保

証を行っております。

 保証先  金額（千円）  内容

 ㈱シーエスラボ 58,680 借入債務

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年８月１日
至　平成21年４月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。 

 広告宣伝費         2,598,834千円

 販売促進費     2,012,566

 給与手当     1,240,675

 賞与引当金繰入額 135,310

 退職給付費用     12,624

 貸倒引当金繰入額    18,842

 ポイントサービス引当　　

 金繰入額 
15,984

 

 

※２　法人税等の表示方法

　「法人税、住民税及び事業税」と「法人税等調整額」は、「法人税等」に一括して表示しております。

 

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年２月１日
至　平成21年４月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。 

 広告宣伝費          1,006,016千円

 販売促進費     661,733

 給与手当     416,015

 賞与引当金繰入額 81,186

 退職給付費用     3,299

 ポイントサービス引当

 金繰入額　　　
15,984

 

※２　法人税等の表示方法

　「法人税、住民税及び事業税」と「法人税等調整額」は、「法人税等」に一括して表示しております。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年８月１日
至　平成21年４月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

 （平成21年４月30日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定     4,190,982

現金及び現金同等物     4,190,982

 

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年４月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成20年８月１日　至平成21

年４月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  280,340株

　　   

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式   9,813株

 

３．新株予約権等に関する事項 

該当事項はありません。 

 

４．配当に関する事項

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年10月23日

定時株主総会 
普通株式 842,325 3,100平成20年７月31日平成20年10月24日利益剰余金

 

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年２月１日　至　平成21年４月30日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　平成20年８月１日　至　平成21年４月30日）

　当連結グループは、化粧品事業、健康食品事業、機器類その他事業、投資事業を行っておりますが、化粧品事業

の売上高及び営業利益は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の合計額に占める割合がいずれも90％超

であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

 

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年２月１日　至　平成21年４月30日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　平成20年８月１日　至　平成21年４月30日）

　当連結グループにおける所在地セグメントは、「国内」「アジア地域」「北米地域」 に区分しております

が、本邦売上高は全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。 

 

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年２月１日　至　平成21年４月30日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　平成20年８月１日　至　平成21年４月30日） 

　海外売上高は、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年４月30日）

前連結会計年度末
（平成20年７月31日）

１株当たり純資産額    38,831.72円 １株当たり純資産額 36,898.97円

 

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年８月１日
至　平成21年４月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年２月１日
至　平成21年４月30日）

１株当たり四半期純利益金額     6,853.27円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
    6,836.32円

１株当たり四半期純利益金額     2,208.77円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
    2,205.83円

　（注）　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年８月１日
至　平成21年４月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年２月１日
至　平成21年４月30日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円）    1,865,551     600,167

普通株主に帰属しない金額（千円）    －     －

普通株式に係る四半期純利益（千円）     1,865,551     600,167

期中平均株式数（株）     272,213     271,721

   

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益調整額（千円）    －    －

普通株式増加数（株）    675    362

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －
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（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。  
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成21年６月９日

株式会社ドクターシーラボ

取締役会　御中
 

 監査法人トーマツ

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 松本　仁　　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 美久羅　和美　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ドクター

シーラボの平成20年８月１日から平成21年７月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年２月１日か

ら平成21年４月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年８月１日から平成21年４月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について

四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ドクターシーラボ及び連結子会社の平成21年４月30日現在の財

政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　　
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